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者との関係は，これら先行研究の障害児と保護者との
関係とは大きく異なる面もある。高等教育機関に在学
する学生の多くは、青年期後期にあたり、心理社会的
発達を考えると、親への心理的依存は弱まり，様々な
意思決定もある程度は自力で行えるようになっている
はずである．そういう意味では，本人への支援が上手
く機能して，適応上の問題を早期に解決できれば，高
等教育機関が学生の保護者と特に密接に関わる必要が
無い場合も考えられるが，実際には保護者といかに連
携できるかが重要になってくる場面が多いのではない
だろうか．ただし，その保護者が学生の困難な状況を
十分理解した上で、学生への適切なサポートを行うこ
とができる状況にあるとは限らない。少しでも，保護
者の理解を促し，ストレスを軽減する対応を取ること
が，結果的には学生支援につながると考えられる。
7 ．発達障害学生の保護者と高等教育機関との
連携のためにできることは？
発達障害児とその親へのサポートがそのまま使える
面と，高等教育機関の学生だからこそ配慮すべき面に
ついて検討していきたい．
まずは，障害の「気づき」を促す「告知」の問題が
ある．前章でも述べたが，あらかじめ保護者が気づい
ているかいないかで，望ましい対応が大きく異なる可
能性がある．教育機関側としては，保護者の反応を確
認しながら情報提供を行う必要があるだけでなく，学
内での出来事等をどこまで保護者に知らせるかについ
て，学生本人への意思確認を行うことがより重要に
なってくるだろう．
社会的スキルの向上については，主に学生本人のス
キルを向上させることが中心になると考えられる．保
護者は，本人の成長を促すために，どのような対応が
望ましいか知ることが中心であり，本人の力で自立が
可能であれば，それを見守り支えることが保護者の役
割となるであろう．むしろ，そのような親の気持ちを
受け入れ，サポートするようなカウンセリングが有効
ではないかと思われる．
また，希望を持つことの重要性を指摘したい．学生
自身が今後のキャリア形成においてどのような道に進
むことが可能であるかにもよるが，学生本人にとって
はもちろん，保護者にとっても自分の子どもが進む道
について希望を持つことは重要と考えられる．場合に
よっては，学生が大学入学時に考えていた方向性とは
大きく進路変更せざるを得ないことも生じてくる．そ
の場合にどのように社会とかかわっていくことができ
るのかを本人が見つけ出せるように，保護者が支援し
ていくことが重要であり，保護者が希望を持てなく
なってしまうと，十分な支援が期待できなくなってし
まう．
一方で，あまり親が過保護になりすぎてしまうこと
の問題を指摘する見方もある．田所（2016）は，発達
障害の子どもの心理発達とキャリア教育について，青
年の自立と親の子離れという観点から論じているが，
親の心構えとして，子離れすることの重要性を取り上
げ，適切に子どもを自立させ社会に適応させていくこ
と，その大前提として一生涯を見通した支援の計画を
立てることの重要性を示している．
大学等の高等教育機関において，発達障害を抱える
学生を支援する上で保護者に対応する際には，このよ
うな大仕事をしなければならない保護者への敬意を持
ち，過度にならない支援を行いつつ，連携を図ること
が重要ではないだろうか．また，既に行われている発
達障害児を主な対象とした保護者支援に関わる諸研究
を参考にしつつ，発達段階的に親からの自立が求めら
れる時期に差し掛かっている高等教育機関の学生を支
援するためには，まず学生本人がどこまで自力ででき
ることがあるのかを見越したうえで，保護者との連携
のあり方について柔軟にとらえていく必要があるだろ
う．
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